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EU 再生可能エネルギー指令 (RED)

● 再生可能エネルギーを促進し、エネルギー生産による排
出量を削減するためのEUの重要な法令

● ただちに排出を削減する必要性と特定のタイプの木材を
燃やすことによる炭素回収期間を考慮すると、エネルギー
のために木材を燃やすことを「再エネ」に含めること関して
は長い論争の歴史

● これにもかかわらず、REDでは木質バイオマスを燃やすこ
とを「ゼロエミッション」としている

● 政策により、エネルギー用途のために木を燃やすことが
増加→森林伐採が助長される

● 2020年、 欧州委員会は、木質バイオマスの取り扱いも含
め、REDの見直しを開始

● 2020-2022 年、NGOは、木質バイオマスをREDの対象とし
ては認めず、補助金もつけるべきではないと求める



EUの「再生可能」エネルギーのうち、木質バイオマスの占める
割合は？

EUの総エネルギー消費

再生可能エネルギーの構成

バイオエネル
ギーの構成

Question: これは良いことでしょうか?
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Answer: Not if we care about forests and the climate!

EU の "Natura 

2000" における
森林の状況



なぜこれが重要か？
木質バイオマスの燃焼による排出を、
ＥＵ諸国の排出と比較してみると…

この排出が、EU-REDでは「ゼロ」
とみなされる



気候変動防止のためのEUの目標が損なわれる…



.より多くの木を燃やすことにより…
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木を燃やすことは、REDにより促進されている

● 1990年以来、EUにおけるエネルギーのためのバイオマス
燃焼は倍増している。この増加のほとんどがバイオマスを
推進するREDが発効した2001年以降に生じている

● 過去10年間の成長は 「とてつもないものだった」 と、米・
大手ペレット製造会社エンビバ社のトーマス・メス氏は述
べている。EUの2009年の動きは 「確かに触媒の一つで
あった」（Financial Times（2021年7月）

● CM Biomass (世界最大のペレット製造業者の一つ) : 「CM 
Biomass Partnersは、持続可能なグリーンエネルギーソ
リューションとEU RED 2020目標に対する欧州連合の需要
増加に対応するため、2009年に設立された」 。



「きみは本当にこの木材を『廃棄物』と呼ぶのか？」
「心配するな。破砕機にかければ、廃棄物になるさ」
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そして森林がその代償を払っている



木々をエネルギー生産に燃やすことに対する議論が高まる
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木々をエネルギー生産に燃やすことに対する議論が高まる



Brussels

Germany
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International

International

Belgium/NL

木々をエネルギー生産に燃やすことに対する議論が高まる



130以上のNGOと、35万人以上の人々が森
林由来のバイオマスをエネルギー生産に利
用すべきではないという声明に連名



ウクライナの悲劇が火に油を
注ぐ

● ウクライナの戦争により、エネルギー

がEU政治の中心に

● バイオマス産業は、より多くの木材を

燃やす方へ事態を利用

● ロシアからEUへの化石燃料輸入の約

10%を代替するには、木材燃焼を約

60%増加させる必要がある

● すでに伐採により森林生態系は脅威

にさらされているが、さらに大量の伐

採を行うことになる

Image source: Social media post from 

Austrian Biomass Verband



RED改定で何が議論されたか?

● 気候、健康、生物多様性 –木を燃やすことがこの３つに与え

る影響および関連するコスト

● 「どのように燃やすか vs. 何を燃やすか」 -初めて、 「どのよう

に」 燃やされるか (持続可能性の基準) から、 「何が」 燃やさ

れるか (「一次木質バイオマス」（森林から直接採取される木

材）に関する議論) に発展した。木を燃やすことは、 「どのよう

に」 燃やすにしても、単位エネルギー出力あたりの排出は化

石燃料よりも大きいため、これは重要な進展。

● 助成金および目標 - 何が支援され、REDの目標にカウントさ

れるべきなのか、されるべきではないのか

● 木材利用のカスケード原則 - 燃やすことは最後であるべき、

他の利用を優先させるべき

● 代替案 - 木質バイオマスではないのならば？
2022?



NGOによる
共同の
インフォグ
ラフ

議員および
政策決定者
向け



2021 共同リサーチセンターによるレポート

● 森林由来のバイオマスを使う24のシナリオのうち、1シナリオのみ

が化石燃料と比較して、生物多様性を損なうことなく短期間で温

室効果ガス排出削減を達成（その場合でも20年が経過するまで

は、達成できず）

● 木を燃やすことによる温室効果ガスの年間排出量は350-380 

MtC02e

● EUでは年間約1億2,000万トンの木材が、「出所不明」であり、エネ

ルギー目的で燃やされている可能性がある。要注意事項

● この最後の点は、エネルギーに使用される木材の多くが合法的

に調達されているかどうかという深刻な問題を提起する。

しかし、バイオマス産業はこの報告書を森林由来のバ
イオマスを燃やすためのゴーサインとして歓迎した。



25

Coarse woody debris = “forestry residues”: 

HIGH RISK for ecosystems and climate

Only one scenario of 24 (limited removal of fine woody 

debris) shows low biodiversity and carbon impacts

森林由来バイオマスの大多数が、森林と気候分野で「高リスク」
とみなされる



微細な木のくずー気候への影響は最大20年



粗い木片-気候と生物多様性にとって、lose-lose



2022年5月の欧州議会環境委員会での投票
● 委員会はEU議会の強力な機関であり、その役割は専門

家の助言、協議、強固な審議と討論に基づいて立法上の

立場を準備することである

● 環境委員会（ENVI）はEU議会の委員会の中でも最大

● 初めて一次木質バイオマス（Primary Woody Biomass ：森

林から直接採取された木材) をREDで定義した。単に 「ど

のように」 (例：持続可能性基準)ではなく、 「何が」 燃やさ

れているかが問われた。

● いくつかの抜け穴はあるものの、REDの対象から一次木

質バイオマスを除くことが決定された

● 一次木質バイオマスの燃焼を、助成金の対象から除くこと

が決定された

● 木材利用のカスケード原則ー燃焼を最後にーが盛り込ま

れたENVI



欧州議会による投票, 2022年9月
● 一次木質バイオマス –定義は維持されたが、大きな抜け

穴を設けた (病害虫や自然災害で影響を受けた森林の伐採か

らの木材、火災防止のための伐採からの木材は例外)

● 補助金 - 一次木質バイオマスの利用を補助金対象から

除外（しかし上記の例外も認める)

● 目標 - 上限を設け、それを段階的に引き下げることに。し

かし、2030年の気候目標には合致しない曖昧なタイムライ

ンであり、絶対値ではなく割合で表された

● 木材利用のカスケード原則 維持された。しかし実施に関

する要求事項は弱められた。

● その他の除外 –生物多様性の高い地域（オールド・グロー

ス） および炭素貯留の高い土地（湿地）

EP はじめて、欧州議会は、木質バイオマスを燃やすことの
問題を認識した



EIAによる、東ヨーロッパのバイオマスに関する2022年の調査

• EIAによる東欧での新たな調査で、ルーマニア、ブルガリア、ポーランド、スロバキアの4カ国

における保護区で伐採された丸太がバイオマスおよびペレットとして焼却されたことが明ら

かに。

• これは、エネルギーのために丸太を燃やすことは持続不可能であり、気候に悪影響を及ぼ

し、生物多様性に悪影響を及ぼすというEU共同研究センター (JRC) の調査結果を裏付ける

ものである。

• 東ヨーロッパでは違法伐採が横行

• 調査により、木材供給源に関する広範な業界の虚偽表示が明らかになった



スロバキア

• スロバキア東部の保護価値の高い森林のバイオマス工場に焦点を当てた調査

• ある工場 - TEHO, Bardejov – は、2020年600万ユーロを助成金として受け取った

• TEHOは、製材端材などの林産業廃棄物を燃やすとしていたが、Natura2000の保護

区域から伐採された太い丸太を燃やしていたことが判明

• 最近、欧州司法裁判所はスロバキアがNatura 2000サイトで要求されている合法的な

義務を果たしていないと判断した



ポーランド
• ポーランドは、森林から伐採された木材の搬出先を公表せず

• ポーランド南東部のNatura 2000保護区の森林での調査が行われた。ここは最後の

手つかずの原生林が残っている (ルトヴィスカ森林地区)

• ポーランド最大のバイオマス利用企業であるPolianecバイオマスプラントは、これらの

手つかずの森林から木材を調達する会社から燃料を買っている。

• Polianecは、2021年、木材を燃やすことにより6800万ユーロの助成金を受け取った



ブルガリア

• Natura 2000の森林で調査続行中
• 最初の焦点はブルガリア西部-原生林に分類されたNatura 2000サイトが伐採され、

木材がペレット工場に直接輸送された
• ペレットストーブの設置に直接補助金を出すブルガリア政府と木材輸送に直接補助

金を受ける企業
• 適切なNatura 2000環境評価が行われたかどうか不明
• WWFの最近の報告によると、ブルガリアでの伐採の3分の1は違法である
• ブルガリアのペレット市場と不正投票の関連性に関する最近の報告



ルーマニア

• Natura 2000サイト、国立公園および自然公園での伐採からペレット製造業者への直

接のステムウッド ( 「丸太」 ) の輸送の証拠が示された

• ルーマニアは保護区での商業伐採を許可しているが、環境影響評価が必要

• ルーマニアは、EU法で義務付けられている環境アセスメントを適切に実施していない

として、2020年以降、EU委員会から違反を訴えられている。

• EIAのパートナーはルーマニア森林警備局に正式な法的申し立てを行った。ペレット

会社は違法木材伐採により罰金を科された。





木材の燃焼に反対する産業側の発言

● Stora Enso: 「私たちは大きな圧力にさらされています。バイオマ

スがエネルギー使用に使われたり、補助金が送られたりするのを

見ると、私は本当に胸が張り裂けます。なぜなら、それはすべて

のカスケード原則を壊すからです。」

● European Panel Association: 「議会の決議がバイオマスのカス

ケード原則とバイオエネルギー政策の整合性の必要性を明確に

認識し、強調していることを称賛する」

● Polish Wood Manufacturers: 「産業でのさらなる加工のための原

料として使用できる木質繊維をエネルギー目的で使用することは

無駄であると考えています。それだけに、そのような原材料を助

成してはならない理由がある」

● Portuguese Furniture Industry: 「…木材は燃やすと再利用でき

ず、社会の脱炭素化にも貢献できない」



展望
• 12月に最終的なREDの（欧州議会、欧州委員会、欧州理事会による）三者交渉が

行われる

• 2022年のEU議会の投票は、木質バイオマスの燃焼を新たな課題から解決すべき

深刻な問題に変えた

• EUレベルでエネルギー用の木質バイオマスを燃やすことに初めて歯止めがかけら

れた

• 他の産業は、エネルギー生産のために木を燃やすことに対する継続的な支援に

よって、資源の利用可能性と市場の歪みをより心配するようになっている

• NGOによるさらなる調査は、エネルギー用の木質バイオマスの調達やサプライ

チェーンの企業に厳しい監視をもたらすだろう。

• NGOは、気候変動に関するコミットメントに沿って、あらゆる形態の燃焼を、

RED目標に含めないことを求め続けている。木材燃焼により排出された炭素を回

収するのに要する時間は、気候目標を達成するべき時間を上回る

• REDの議論の変化からのシグナルは、木材を燃焼する事業への金融投資リスクを

増大させる



真の再生可能エネルギーの未来はどちら?

Woody biomass                    or   
True low emissions 

technologies




